
自転車を利用する
すべての人が
対象です。

※子供に自転車を運転させるときや、子供を
　補助いす等に道場させるときは、保護者は
　子供にヘルメットを着用させるよう努めな
　ければなりません。
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① 安全就業のために
② 年男・年女、年祝いの会員さん紹介
③ 自転車交通ルールについて

シルバー
ちがさき 五則これだけは守りたい！

自転車の基本的な交通ルール

自転車安全利用五則
（令和4年11月1日　中央交通安全対策会議　交通対策本部決定） ※違反すると法律により罰せられることがあります！！

車道が原則、
左側を通行

歩道は例外、
歩行者を優先1

夜間はライトを
点灯3 飲酒運転は

禁止4 ヘルメットを
着用5

交差点では信号と
一時停止を守って、
安全確認

2

壁
は
全
て
自
分
が
作
っ
て
い
る  

｜  

養
老
孟
司
（
医
学
者
・
解
剖
学
者
）

元
気
の
出
る
一
言

　茅ヶ崎市は自転車の多いまちですが、同時に自転車事故の多いまちでもありま
す。
　安全就業に関するページでもご紹介した通り、自転車乗車中の交通事故死傷者
の割合の内、６０歳以上の高齢者は約２４％を占め、少なくありません。
　茅ヶ崎市シルバー人材センターにおいても、就業途上の事故として自転車乗車
中の事故が例年発生しています。
　自転車に乗る際には上記の「自転車安全利用五則」を守り、自転車運転におい
ては加害者・被害者どちらにもなりうることに注意して運転しましょう。



　
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
会
員
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
の
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
は
、中
期
事
業
計
画
の
二
年
目
に
あ
た
り
、

会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
を
も
ち
ま
し
て
滞
り

無
く
事
業
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

の
大
谷
翔
平
選
手
の
活
躍
や
三
八
年
ぶ
り
に
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
制
覇
し

た
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
そ
し
て
神
奈
川
の
慶
応
高
校
が
夏
の
甲
子
園
優

勝
と
何
か
と
野
球
の
話
題
が
多
い
年
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
国
内
の
経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
諸
物
価
の
値
上
が
り
が
続
き
、
所

得
や
雇
用
環
境
に
一
定
の
改
善
の
動
き
が
見
ら
れ
た
も
の
の
先
行
き
に

不
透
明
感
が
残
る
一
年
で
し
た
。

　
一
方
、
景
気
に
関
し
て
言
え
ば
内
閣
府
の
経
済
報
告
に
お
い
て
「
緩

や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
。」
と
の
判
断
が
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動

向
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
一
〇
月
に
開
始
さ
れ
た
消
費
税
に
係
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
備
え
、
四
月
よ
り
事
務
費
率
を
一
三
％
に
改
定
し
ま

し
た
。
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
連
し
て
で
す
が
、
国
で
は
令
和
六

年
度
施
行
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
に
伴
い
、
請
負
・
委
任
契
約
等
に
お

い
て
発
注
者
、
セ
ン
タ
ー
及
び
会
員
の
三
者
に
お
け
る
契
約
方
法
の
見

直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
注
視
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配
分
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
上
げ
幅
の
大
き
か
っ
た
令
和
五
年
の
神
奈
川
県
最
低
賃

金
の
改
定
を
参
考
に
引
き
上
げ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
財
政
運
営
は
、
こ
こ

し
ば
ら
く
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
引
き
続
き
中
期
事
業
計
画
の
着
実
な
進
行
と

適
確
な
運
営
を
主
軸
と
し
、
会
員
の
皆
様
や
役
員
の
方
々
の
ご
協
力
を

仰
ぎ
、
事
務
局
と
共
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
関
係
す
る
方
々
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
皆
様
と
ご
家
族
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（2）（7）

役
員・職
員
挨
拶

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
皆
様
の
ご
健
康
と

　
　
ご
多
幸
を

　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
令
和
六
年
　
元
旦

理
　
事
　
長
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
敏
　
博

副

理

事

長
　
　
　
　
　
　
久
保
田
　
昭
　
二

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
　
　
杉
　
田
　
　
　
司

理
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
井
　
本
　
知
　
文

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
　
飼
　
　
　
正

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
地
　
和
　
生

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
久
仁
生

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
海
　
部
　
昌
　
紀

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
島
　
力
　
雄

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
田
　
和
　
男

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
水
　
百
合
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
　
内
　
靖
　
子

　
　
〃
（
市
福
祉
部
長
）
　
内
　
藤
　
喜
　
之

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
左
衛
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
　
目
　
　
　
徹

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
程
　
島
　
廣
　
行

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
川
　
敏
　
夫

監
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
河
　
﨑
　
節
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
水
　
英
　
明

事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長
　
小
　
澤
　
伸
　
一

業

務

課

長
　
　
　
　
　
　
関
　
本
　
敏
　
明

事

　

務

　

局

　

職

　

員

　

一

　

同

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

男
性 

七
十
五・六
歳

女
性 

七
十
三・八
歳

合
計 

七
十
五・二
歳

会　

員　

数

平　

均　

年　

齢

男
性 

七
百
三
十
六
人

女
性 

二
百
三
十
四
人

合
計 

九
百
七
十
人令

和
五
年
十
二
月
末
現
在

配
分
金
支
払
い
証
明
書
を

同
封
し
ま
し
た

　
令
和
五
年
一
月
か
ら
令
和
五
年
十
二

月
ま
で
に
お
支
払
い
し
た
配
分
金
の
明

細
と
し
て
、
配
分
金
支
払
い
証
明
書
を

同
封
し
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
資
料
と
し
て
お
使
い
く

だ
さ
い
。

年
会
費
の
納
入
を
！

　
令
和
五
年
度
の
年
会
費
を
ま
だ
納
め

て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
今
回
は
、
会
費
納
付
依
頼
書
を
送
付

し
ま
し
た
。
窓
口
で
の
納
付
が
難
し
い
方

は
、
振
込
依
頼
書
を
使
っ
て
湘
南
信
用
金

庫
他
金
融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
年
会
費
は
毎
年
四
月
か
ら
六
月
末
ま

で
に
、事
務
局
窓
口
へ
お
納
め
い
た
だ
く
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
納
入
が
無
い
場
合
、
就
業
の
ご
案
内
が

で
き
な
い
ほ
か
、
令
和
六
年
三
月
末
日
で

退
会
と
な
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
会
員
専
用
サ
イ
ト

　
「sm

ile to sm
ile

」の

　

開
設
に
つ
い
て　

　
令
和
五
年
九
月
よ
り
、
茅
ヶ
崎
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
専
用
サ
イ
ト

「sm
ile 
to
 
sm
ile

」を
開
設
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
サ
イ
ト
で
は
現
在
①
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
②
就
業
に
関
す
る
情
報
③

配
分
金
明
細
書
を
そ
れ
ぞ
れ
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ホ
か
ら
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
種
機
能
の
追
加

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「S
m
ile to

 sm
ile

」へ
の
登
録
に
つ
い
て

は
、
会
報
に
同
封
さ
れ
て
い
る
資
料
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の

　

開
始
に
つ
い
て

　
令
和
五
年
六
月
九
日
よ
り
、
茅
ヶ
崎

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
：
ゴ
ー
ル
ド
会

員
と
は
、
セ
ン
タ
ー
の
正
会
員
の
中

で
、
セ
ン
タ
ー
に
二
年
以
上
在
籍
し
、

加
齢
や
健
康
状
態
等
の
諸
事
情
に
よ
り

就
業
が
困
難
と
な
っ
た
方
が
申
請
す
る

こ
と
で
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
ド
会
員
は
通
常
の
就
業
等
は

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
セ
ン

タ
ー
会
員
と
し
て
地
域
社
会
参
加
活
動

や
同
好
会
活
動
等
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
度
会
費
は
年
額
五
〇
〇

円
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い

て
は
セ
ン
タ
ー

内
掲
示
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

配
分
金
等
収
入
に
対
す
る

所
得
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
会
員
の
配
分
金
の
収
入
は
、
所
得
税

法
所
の
「
雑
所
得
」
に
該
当
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
雑
所
得
の
金
額
は
、
次

の
（
１
）
か
ら
（
３
）
の
合
計
金
額
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
配
分
金
は
、
次
の

「
（
２
）
業
務
に
か
か
わ
る
も
の
」
に
該

当
し
ま
す
。

（
１
）
公
的
年
金
等

　
収
入
金
額
｜
公
的
年
金
等
控
除
額
＝

公
的
年
金
等
の
雑
所
得

（
２
）
業
務
に
か
か
わ
る
も
の

　
総
収
入
金
額
｜
必
要
経
費
＝
そ
の
他

の
雑
所
得

（
３
）（
１
）、（
２
）以
外
の
も
の

　
総
収
入
金
額
｜
必
要
経
費
＝
そ
の
他

の
雑
所
得

【
控
除
で
き
る
額
等
に
つ
い
て
】

１　
基
礎
控
除

　個
人
の
合
計
所
得
額
が
二
千
四
百
万
円

以
下
の
場
合
、一
律
に
四
十
八
万
円
が
基

礎
控
除
と
し
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

２　
雑
所
得
、
給
与
所
得
控
除

　
雑
所
得
で
あ
る
配
分
金
収
入
の
所

得
金
額
の
計
算
に
お
い
て
は
、
実
際

の
必
要
経
費
が
無
く
て
も
、
五
十
五

万
円
ま
で
が
必
要
経
費
と
し
て
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
た
だ

し
、
給
与
収
入
金
額
が
五
十
五
万
円

以
上
あ
る
と
き
は
、
こ
の
特
例
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。）
ま
た
、
会
員
が
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
は
、

配
分
金
収
入
と
は
別
に
、
公
的
年
金

等
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。公
的
年
金
等
は
年
金
収
入
金
額
か

ら
公
的
年
金
等
控
除
額
を
差
し
引
い
て

所
得
額
を
計
算
し
ま
す
。な
お
、
配
分

金
収
入
、
公
的
年
金
収
入
以
外
の
収

入
が
あ
る
場
合
の
所
得
税
控
除
及
び

そ
の
他
の
控
除
に
つ
い
て
は
、
茅
ヶ

崎
市
を
管
轄
す
る
藤
沢
税
務
署
に
直

接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

藤
沢
税
務
署

℡
：
〇
四
六
六―

二
二―

二
一
四
一

配
分
金
の
時
間
単
価
が

変
わ
り
ま
す

　
令
和
五
年
度
神
奈
川
県
の
最
低
賃
金

の
改
正
を
受
け
、
令
和
六
年
四
月
よ
り

当
セ
ン
タ
ー
の
配
分
金
が
一
時
間
あ
た
り

「
千
百
十
二
円
〜
」に
改
定
さ
れ
ま
す
。

編
集
後
記

　

表
紙
は
市
内
で
撮
影
し
た
今
年
の

「
箱
根
駅
伝
」
の
様
子
で
す
。
多
く
の

陸
上
長
距
離
の
選
手
を
輩
出
し
て
き
た

伝
統
の
大
会
は
節
目
の
百
回
を
迎
え
ま

し
た
。「
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

走
」
が
正
式
名
称
で
、
テ
レ
ビ
で
全
国

放
送
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
や
お
正

月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

熱
戦
を
地
元
で
直
接
観
戦
で
き
る
の
は

何
と
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

毎
号
、
会
員
の
皆
様
に
向
け
た
特
集

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
自
転

車
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
就
業
先
へ

の
移
動
手
段
を
含
め
て
自
転
車
を
利
用

す
る
機
会
が
多
い
方
は
、
ぜ
ひ
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
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次
の
十
団
体
の
皆
様
に
賛
助
会
員
と
し
て
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
、
公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
員
様
の
紹
介

●
茅
ヶ
崎
商
工
会
議
所

　
新
栄
町
一
三
｜

二
九 

☎
五
八
｜

一
一
一
一

●
湘
南
信
用
金
庫
茅
ヶ
崎
営
業
部

　
新
栄
町
八
｜

四 

☎
八
二
｜

四
一
二
一

●
さ
が
み
農
業
協
同
組
合
茅
ヶ
崎
支
店

　
新
栄
町
一
三
｜

四
四 

☎
八
七
｜

〇
〇
三
〇

●
Ａ
Ｇ
Ｃ
プ
ラ
イ
ブ
リ
コ
株
式
会
社
茅
ヶ
崎
工
場

　
本
村
二
｜

七
｜

八 

☎
五
二
｜

六
一
七
一

●
Ａ
Ｇ
Ｃ
セ
イ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
本
社
・
茅
ヶ
崎
工
場

　
茅
ヶ
崎
三
｜

二
｜

一
〇 

☎
八
二
｜

四
一
三
一

●
株
式
会
社
伊
勢
屋
材
木
店

　
小
和
田
三
｜

五
｜

一 

☎
五
二
｜

六
一
四
八

●
社
会
福
祉
法
人
茅
ヶ
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
新
栄
町
一
三
｜

四
四
　
さ
が
み
農
協
ビ
ル
二
階

　 

☎
八
五
｜

九
六
五
〇

●
大
勝
建
設
株
式
会
社

　
中
海
岸
一
｜

一
｜

五
八 

☎
八
六
｜

二
六
〇
〇

●
野
天
湯
元　
湯
快
爽
快
ち
が
さ
き

　
茅
ヶ
崎
三
｜

二
｜

七
五 

☎
八
二
｜

四
一
二
六

●
株
式
会
社
メ
ガ
ネ
ス
ー
パ
ー
茅
ヶ
崎
駅
前
店　

　
新
栄
町
一
｜

一
山
治
ビ
ル
一
階

 

☎
八
五
｜

一
八
三
五

理
事
長
　田
中
　敏
博

年
頭
の
挨
拶誰

も
や
っ
た
事
が
な
い
事
を
や
り
た
い  

｜  

大
谷　

翔
平
（
プ
ロ
野
球
選
手
）

元
気
の
出
る
一
言

オ
レ
の
未
来
は
、
毎
朝
起
き
た
時
に
は
じ
ま
る  

｜  

マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
（
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
）

元
気
の
出
る
一
言



・
概
要

　
就
業
を
終
え
、
自
転
車
で
帰
宅
す
る
途
中
、
踏
切
を
渡
る
た
め
（
上
り
坂
の
た
め
）、

自
転
車
を
降
り
て
押
し
て
渡
り
は
じ
め
、
踏
切
の
中
央
付
近
で
（
坂
で
な
く
な
っ
た
た

め
）
自
転
車
に
乗
り
走
行
し
始
め
た
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
レ
ー
ル
の
上
に
自

転
車
ご
と
転
倒
し
胸
を
強
打
し
た
。

・
事
故
の
原
因

　
自
転
車
の
こ
ぎ
始
め
は
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
た
め
に
重
心
が
安
定
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
り

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
。

・
今
後
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
対
策

　
自
転
車
の
発
進
時
に
は
ま
ず
周
囲
の
安
全
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
発
進
時
に

は
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
み
つ
つ
地
面
を
蹴
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
が
つ
く
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
が
取

り
や
す
い
。

　
危
険
性
の
あ
る
発
進
の
仕
方
と
し
て
は
、
片
足
で
助
走
を
つ
け
る
い
わ
ゆ
る
「
ケ
ン

ケ
ン
乗
り
」
は
助
走
で
勢
い
が
つ
く
ま
で
は
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
。

　
ま
た
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
つ
い
て
は
発

車
時
に
思
わ
ぬ
加
速
が
あ
る
た
め
、
ハ
ン
ド
ル
操

作
を
誤
っ
て
転
ん
だ
り
、
前
方
に
い
る
人
や
障
害

物
に
ぶ
つ
か
り
や
す
い
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
。

　
自
転
車
関
連
の
死
亡
重
傷
事
故
件
数
の
推
移
（
平

成
二
十
五
年
〜
令
和
四
年
）を
見
る
と
、
全
体
の
件

数
は
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
が
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
。

出
典
：
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://w

w
w
8
.

c
a
o
.g
o
.jp
/k
o
u
tu
//ta
isa
k
u
/r0
5
k
o
u
_
h
a
k
u
/

zen
b
u
n
/in
dex
.h
tm
l

）

　自
転
車
に
乗
る
時
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、こ
の
会
報

の
背
表
紙
で
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、会
員
の
皆

様
も
自
転
車
の
運
転
に
は
十
分
注
意
し
て
、ケ
ガ
の

無
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（6）（3）

　
去
る
十
月
二
十
八
日
（
土
）
・
十
一

月
二
十
五
日
（
土
）
に
第
一
カ
ッ
タ
ー

き
い
ろ
公
園
（
茅
ヶ
崎
中
央
公
園
）
に

お
い
て
「
一
斉
美
化
奉
仕
活
動
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
公
園
の

北
側
通
路
を
会
員
さ
ん
を
始
め
、
両
日

併
せ
て
延
べ
五
十
六
名
に
参
加
い
た
だ

き
清
掃
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
美
化
活
動
を

行
い
、
落
ち
葉
が
多
く
散
ら
ば
っ
て
い

た
道
路
も
終
了
時
に
は
綺
麗
に
な
っ
て

気
持
ち
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
就
業
機
会
の
情
報
提

供
や
生
き
が
い
活
動
の
相
談
に
、
希
望

等
に
配
慮
し
な
が
ら
対
応
す
る
窓
口
と

し
て
会
員
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
開
設
日
時
は
毎
月
第
三
金
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
お
よ
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で
、一
枠
一
時
間
で
一
日
に
四

名
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。場
所

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
生
き
が

い
会
館
内
）
に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
等
の

早
期
発
見
、
重
症
化
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、
自
分
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た

身
体
の
変
化
を
知
る
こ
と
や
、食
生
活
・
運

動
習
慣
な
ど
の
日
常
生
活
の
改
善
に
も
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
頃
の
不
調
や
体
調
の
変
化
な
ど
、身

体
の
変
化
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、不
調
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
参
考
：
茅
ヶ
崎
市
保
健
所
健
康
増
進

課H
P

（http
s://w

w
w
.city
.ch
ig
asak
i.

k
a
n
a
g
a
w
a
.jp
/k
e
n
k
o
/1
0
2
3
3
4
7
/

oton
ak
en
k
o
/1
0
2
9
3
6
7
.h
tm
l

）

　
令
和
六
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
程
　
令
和
六
年
六
月
四
日
（
火
）

　
場
所
　
茅
ヶ
崎
市
市
民
文
化
会
館

　
な
お
、
五
月
に
開
催
す
る
理
事
会
で

決
定
次
第
、
開
催
通
知
書
等
を
送
付
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
一
月
の
教
室
の
内
容
は
「
ス
マ
ホ
で

確
定
申
告
（E

-T
A
X

）
し
ま
し
ょ
う
」

で
す
。
確
定
申
告
は
ス
マ
ホ
で
ら
く
ら

く
済
み
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
税
務
署
発
行
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
あ
れ
ば
、
税
務
署
に
行
か
な
く
て
も

ス
マ
ホ
で
申
告
で
き
ま
す
！
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
習
得
し
ま
し
ょ
う
！ 

日
時
：
一
月
十
五
日(

月)

・
十
七
日(

水)

・

　
　
　
二
十
二
日(

月)

・
二
十
四
日(

水)

・

　
　
　
二
十
九
日(

月)

・
三
十
一
日(

水)

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
。

場
所
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

て
。
予
約
は
不
要
で
す
。
定
員
六
名
。

参
加
希
望
の
方
は
教
室
開
催
当
日
の
午

前
十
時
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※

二
月
お
よ
び
三
月
も
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
開
催
日
時
が
決
ま
り
次

第
掲
示
し
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー

ル
、sm

ile to
 sm
ile

で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

社
会
奉
仕

動
活

一斉美化奉仕活動の様子

事
故
事
例
分
析

報
告

　
セ
ン
タ
ー
事
務
局
窓
口
横
に
「
シ
ル

バ
ー
会
員
の
さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
意
見

箱
）
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
ご
提
案
、
ご
意
見
等
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｐ
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
セ
ン

タ
ー
事
務
局

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

一
冊
二
百
九
十
七
円

　
ご
希
望
の
方
は
窓
口
に
て
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

　
残
り
わ
ず
か
で
す
。

第85号　シルバーちがさき 第85号　シルバーちがさき

会
員
相
談
窓
口
に
つ
い
て

健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

令
和
六
年
度
定
時
総
会
の

開
催
に
つ
い
て

ス
マ
ホ
教
室
の
ご
案
内

会
員
手
帳
販
売
中
で
す
！！

特

集

１

安
全
就
業
の
た
め
に

安
全
就
業
の
た
め
に

令和2年度

6件

9件

令和3年度 令和4年度 令和5年12月時点
0 

10
8 
6 
4 
2 

（件数）【令和２年～令和５年1２月時点  シルバー保険適用事故推移】■ 傷害 ■ 賠償

令
和
五
年
度
の

傷
害
事
故
　
　

令
和
五
年
度
の

賠
償
事
故
　
　

①就業を終え、自転車で自宅へ帰宅する途中、踏切を渡るため自転車を押して渡り、中央
　付近で自転車に乗り走行したところ、レールの上に自転車ごと転倒し胸を強打した。
②障子張替の作業中、カッターを誤って指に接触させてしまい、指を切ってしまった。

①マンション周辺の草刈作業中、飛び石で店舗ガラスを破損させた。
②植木剪定作業中、脚立が倒れ、隣家の浴室の窓ガラスを割ってしまった。また、飛散し
　たガラスの破片により、浴槽に傷がついた。
③草刈機を使用しての作業の際、飛び石で作業場所近くに駐車中の軽トラックの運転席側
　窓ガラスを破損させた。

シ
ル
バ
ー
会
員
の

さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ（
意
見
箱
）

に
つ
い
て

3
3

6件

3
3

5件

2
35

4

自転車乗用中の年齢層別交通事故死傷者数の割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2022年）

死傷者数
6万8,140人

14歳以下
10.4％

20～24歳
7.4％

25～29歳
5.9％

30～39歳  11.3％
40～49歳
11.6％

50～59歳
11.4％

60～64歳
4.1％

65歳以上
19.7％

15歳～19歳
18.1％

インフルエンザや
風邪にもご注意を！
暖かい格好で
過ごしましょう！

成
果
を
上
げ
る
も
の
は
時
間
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
時
間
を
記
録
し
、
管
理
し
、
ま
と
め
る  

｜  

ド
ラ
ッ
カ
ー
（
経
営
思
想
家
）

元
気
の
出
る
一
言

い
つ
も
新
し
い
学
び
が
あ
る
の
で
、
私
は
仕
事
を
続
け
て
い
る  

｜  

ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
（
俳
優
・
映
画
監
督
）

元
気
の
出
る
一
言



88歳88歳

80歳80歳

（4）（5）

祝い年の会員の方をご紹介します。また、ご紹介する皆様に自己紹介として
①「自分の趣味・行っている活動など」　②「健康の秘訣・気を付けていること」
③「今後の目標・やってみたいこと」について伺いました。
掲載にご協力いただきありがとうございました。

皆様の一層のご活躍を祈念いたします

第85号　シルバーちがさき 第85号　シルバーちがさき

84歳84歳（昭和15年１月１日～12月31日生まれ）年男・年女の会員の皆さん

昭和11年１月１日～12月31日生まれ（米寿）の会員の皆さん

特 集 ２

阿部　義久さん
①朝のラジオ体操・写真撮影
②食事　野菜中心・塩分控えめ
③元気の内は、働きたい

古家　史記さん
①スケッチの会で毎月活動
②寝る前のラジオ体操
③ピンピンコロリで体調管理

菅原　明さん
①ラジオ深夜便による睡眠導入
②愛犬との早朝散歩
③自分史作成の総纏め

中村　政人さん
①ビデオ撮影で小旅行をする
②毎日１時間前後の歩き
③撮りためた映像で映画作り

小林　惠介さん
①MTBで林道ライド
②朝食王様昼食平民夕食乞食
③仕事も遊びも本気で

石黒　しみ子さん
①毎日海まで歩いて散歩
②毎日枝豆ビールで乾杯
③毎日元気笑顔で長生き

渡辺　昭夫さん
①カラオケ月に１回行きます
②定期的に散歩しています
③健康で長く働きたいです

三平　章郎さん
①スポーツ観賞
②睡眠・食事・軽度の運動
③健康維持、現状を継続する

冨澤　幸子さん
①ウクレレ　グラウンドゴルフ
②ねる事　食べる事　水飲み
③ゆっくり１人旅に挑戦したい

渡辺　勲さん
①カラオケ
（新曲にチャレンジ）
②あるくこと　たべすぎない
③健康一番

福井　克典さん
①スポーツ放送観戦・自治会
②体重・血圧・口腔内管理
③筋力の回復　そのための軽作業

昭
和
十
一
年
生
ま
れ
の
会
員
さ
ん

　
男
性
七
名

昭
和
十
五
年
生
ま
れ
の
会
員
さ
ん

　
男
性
十
五
名
　
女
性
四
名
／
計
十
九
名

年男・年女、年祝いの会員さんご紹介年男・年女、年祝いの会員さんご紹介

昭和19年１月１日～12月31日生まれ（傘寿）の会員の皆さん

昭
和
十
五
年
頃
の
出
来
事

　
日
本
国
内
で
は

•
日
独
伊
三
国
同
盟
成
立
。
生
活
必
需

　

品
の
配
給
制
が
始
ま
る
。

•
銀
座
と
月
島
を
結
ぶ
東
洋
一
の
可
動

　

橋
「
勝
鬨
橋
」
が
完
成

•
エ
ス
ビ
ー
食
品
が
設
立
。

•
大
日
本
航
空
が
横
浜‐

サ
イ
パ
ン‐

　

パ
ラ
オ
間
の
定
期
航
空
路
を
開
始
。

•「
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
」が
流
行
語
に
。

•
東
京
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
閉
鎖
。
ラ

　

ス
ト
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
人
で
満
員
と

　

な
る
。

昭
和
十
一
年
頃
の
出
来
事

•
現
在
の
国
会
議
事
堂
が
着
工
か
ら

　

十
七
年
を
経
て
完
成
。

•
二
・
二
六
事
件
勃
発
。

•
東
京
巨
人
軍
沢
村
栄
治
投
手
が
日
本

　

人
初
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
。

•
第
十
二
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

　

地
が
東
京
に
決
定
。

•
北
海
道
で
皆
既
日
食
が
観
測
さ
れ
る
。

•
柴
犬
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
。

堂野　末雄さん
①体操・カラオケ・散歩
②早寝早起き・人との会話
③仕事を続ける・ボランティア

勝鬨橋は東洋一の可動橋と呼ば
れ、1日5回中央部が開閉した。

　

茅
ヶ
崎
で
は

•
日
東
駅（
現
在
の
北
茅
ヶ
崎
駅
）が
開
業
。

当
時
は
日
東
製
鉄
の
工
場
関
係
者
だ
け
が

乗
降
で
き
た
。

•
相
模
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
り
、相
模
川
で

は
大
規
模
な
砂
利
採
取
が
行
わ
れ
た
。砂

利
の
採
取
は
昭
和
三
十
九
年
に
全
面
禁
止

と
な
る
ま
で
続
い
た
。

元
気
で
す
か
ー
！
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る  

｜  

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
（
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
）

元
気
の
出
る
一
言

昭和新山は高さ398mで、世界的
にも珍しい私有地にある火山。

昭
和
十
九
年
生
ま
れ
の
会
員
さ
ん
　
　
男
性
四
十
一
名
　
女
性
六
名
／
計
四
十
七
名

昭
和
十
九
年
頃
の
出
来
事

•
北
海
道
で
大
噴
火
が
発
生
し
、新
し
く
造
山
さ
れ
た
火
山
は
昭
和
新
山
と
命
名
さ
れ
る
。

•
近
畿
日
本
鉄
道
設
立
。

•
日
本
軍
が
大
陸
打
通
作
戦
を
実
行
す
る
。

•
東
条
内
閣
総
辞
職
。

•
昭
和
東
南
海
地
震
発
生
。

ど
う
せ
生
ま
れ
た
か
ら
に
ゃ　

い
の
ち
の
限
り
旅
を
続
け
よ
う  

｜  

サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
「
東
京
V
I
C
T
O
R
Y
」
よ
り

元
気
の
出
る
一
言


